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限られた財源を有効活用し、住民生活向上のため、多岐に渡り事業を実施していますが、そのうち

各費目ごとの主な支出の内容は、次のとおりとなっています。

総務費 3億7,682万円

◉ 会津計算センター負担金
◉ からむし織体験生・研修生、

糸づくり研修生事業
◉ 昭和村南会津町生活バス

及び路線バス運行事業
◉ 光ファイバ通信基盤設備運営経費
◉ 空き住宅改修・解体援助金
◉ 新地方公会計システム導入

委託料
◉ 夢見る若者応援事業補助金
◉ 地域づくり応援事業補助金
◉ 県立川口高等学校桐径会補助金

3,694 万円

2,365 万円

1,834 万円
833 万円
650 万円

388 万円
300 万円
200 万円
114 万円

農林水産業費 2億6,670万円

◉ 新規就農者確保事業
◉ 中山間地域等直接支払事業

 補助金
◉ 担い手支援対策事業補助金
◉ 農業委員会事業
◉ 有害鳥獣捕獲事業

5,351 万円

1,955 万円
1,545 万円

637 万円
183 万円

商工費 7,926万円

◉ からむし織の里運営費
◉ イベント実施事業補助金
◉ からむし織の里商品券発行事業

 補助金
◉ 観光ＰＲ事業

2,375 万円
366 万円

330 万円
428 万円

土木費 2億6,714万円

◉ 除雪委託料
◉ 橋りょう点検業務委託料
◉ 村道改良事業
◉ 測量設計等業務委託料

6,610 万円
3,500 万円
1,800 万円

900 万円

消防費 2億6,663万円

◉ 防災行政無線デジタル化改修工
 事費

◉ 会津若松地方広域市町村圏整備
 組合負担金

◉ 小型動力ポンプ付積載車購入
◉ 消防施設修繕事業

1 億 7,124 万円

5,416 万円
1,050 万円

352 万円

教育費 1億4,276万円

◉ スクールバス運営管理業務事業
◉ 公民館ホール音響更新工事

1,234 万円
870 万円

衛生費 1億8,187万円

◉ 会津若松地方広域市町村圏整備組合
 衛生費負担金

◉ 廃棄物運搬委託料
◉総合健診・がん検診
◉ 予防接種事業
◉ 乳幼児・妊婦健康診査、産後ケ

ア事業
◉ 乳児衛生用品支給

829 万円
638 万円
626 万円
388 万円

323 万円
41 万円

民生費 3億8,956万円

◉ 昭和福祉会補助金
◉ 村社会福祉協議会補助金
◉ 保育ママ事業
◉ 放課後児童クラブ運営費
◉ 子育て支援医療費
◉ 高齢者世帯等除雪支援事業

5,574 万円
1,058 万円

393 万円
249 万円
224 万円
155 万円

●主な事務事業費
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村のデキゴト
Village News

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
贈
呈

む
ら
の
カ
フ
ェ

開
か
れ
る

３
月
28
日
に
小
中
津
川
区

長
事
務
所
に
て
「
む
ら
の
カ

フ
ェ

メ
ケ
・
メ
ケ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
13
名
の
参

加
者
は
、
飲
み
物
を
片
手
に

近
況
を
報
告
し
合
っ
た
り
、

次
回
開
催
時
に
や
り
た
い
事

な
ど
を
話
し
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
は

皆
で
「
糸
っ
ぴ
き
」
を
し
て

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

※
メ
ケ
・
メ
ケ
は
N
P
O

法
人
苧
麻
俱
楽
部
と
各
地
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
共
催
：

保
健
福
祉
課
・
社
会
福
祉
協

議
会
）
に
よ
る
、
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

せ
る
た
め
の
、
助
け
合
い
の

仕
組
み
作
り
を
目
指
す
カ

フ
ェ
で
す
。
今
後
も
希
望
地

区
を
回
り
ま
す
。

４
月
５
日
、
昭
和
村
交
通

安
全
対
策
協
議
会
・
交
通
安

全
協
会
昭
和
分
会
・
交
通
安

全
母
の
会
か
ら
小
学
校
新
入

学
児
童
用
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
や
、
腕
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
贈
呈
式
は
昭
和
小

学
校
で
行
わ
れ
、
酒
井
宏
校

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

1
0
0
0
日
を
達
成
！

平
成
26
年
7
月
よ
り
、
村

内
で
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

亡
事
故
ゼ
ロ
が
続
き
、
平
成

29
年
3
月
28
日
を
も
っ
て
、

『
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
連
続

1
0
0
0
日
』
を
達
成
し
ま

し
た
。

3
月
30
日
に
は
、
昭
和
村

役
場
に
て
、
福
島
県
交
通
安

全
対
策
協
議
会
よ
り
表
彰
を

受
け
、
式
の
中
で
中
村
副
村

長
は
、「
今
後
も
死
亡
事
故
ゼ

ロ
の
日
々
を
積
み
重
ね
て
い

け
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た

い
。」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
と
遊
ぼ
う

入
学
式
・
入
所
式

お
こ
な
わ
れ
る

３
月
25
日
・
26
日
に
す
み

れ
荘
で
、
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
、『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
「
パ
ル
ロ
」

と
遊
ぼ
う
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

富
士
ソ
フ
ト
（
株
）
の
社

員
と
「
N
P
O
法
人
I
T

工
房
ひ
の
き
」
の
職
員
を
招

き
、
25
日
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
、
パ
ル
ロ
と
の
会

話
や
ク
イ
ズ
、
旗
上
げ
ゲ
ー

ム
を
体
験
し
、
26
日
は
子
供

を
対
象
に
、
パ
ル
ロ
と
ゲ
ー

ム
や
歌
で
遊
ん
だ
り
、
昆
虫

型
ロ
ボ
ッ
ト
の
相
撲
大
会
を

行
い
ま
し
た
。

新
年
度
に
入
り
、
保
育
所
・

家
庭
内
保
育
室
（
ぴ
よ
ぴ
よ

ル
ー
ム
）小
学
校
・
中
学
校
で
、

そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
・
入
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
月
6
日
に
は
、
昭
和

小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、

7
名
が
新
た
に
入
学
し
ま
し

た
。名

前
を
呼
ば
れ
る
と
、
元

気
に
返
事
を
し
、
中
村
副
村

長
か
ら
一
人
一
人
、
体
操
着

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
在
校

生
か
ら
は
、
鼓
笛
隊
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
、
新
入
生
は
初

め
て
の
学
校
生
活
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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ア
ン
ギ
ン
と
ア
カ
ソ
、

カ
ラ
ム
シ 

一
月
か
ら
三
月
ま
で
隣
県

の
長
岡
市
の
新
潟
県
立
歴
史

博
物
館
で
「
す
て
き
な
布

ア
ン
ギ
ン
研
究
百
年
」
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
二
〇
〇
〇
年
夏
の
開
館

で
、
民
俗
分
野
担
当
の
学
芸

員
は
陳
玲
（
ち
ん
・
れ
い
）

さ
ん
で
す
。
中
国
浙
江
省
大

学
か
ら
新
潟
大
学
を
経
て
開

館
と
同
時
に
奉
職
さ
れ
て
い

ま
す
。

二
〇
〇
九
年
秋
に
津
南
町

で
開
催
さ
れ
た
「
秋
山
紀
行

を
読
み
と
く
」
展
で
共
同
研

究
、
ア
ン
ギ
ン
袖
無
（
そ
で

な
し
）
の
詳
細
な
研
究
成
果

「
運
搬
用
具
と
服
飾
の
あ
い

だ
」
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
は
縄
文
時
代
か

ら
続
く
と
い
わ
れ
る
編
み
布

で
あ
る
ア
ン
ギ
ン
。
コ
モ
を

編
む
よ
う
な
道
具
で
カ
ラ
ム

シ
や
ア
カ
ソ
、
ミ
ヤ
マ
イ
ラ

ク
サ
等
で
平
面
の
布
を
作
り

ま
す
。

現
存
す
る
資
料
を
分
析
す

る
と
背
負
ミ
ノ
の
よ
う
な
機

能
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て

い
ま
す
。
考
古
学
等
で
は
通

常
行
わ
れ
る「
使
用
痕
分
析
」

を
民
具
に
応
用
し
た
も
の
で

す
。
そ
し
て
経
（
た
て
）
糸

は
カ
ラ
ム
シ
、
緯
（
よ
こ
）

糸
は
ア
カ
ソ（
オ
ロ
と
呼
ぶ
）

で
編
ん
だ
も
の
を
詳
細
に
検

討
す
る
と
、
背
中
部
分
の
ア

カ
ソ
が
ワ
タ
の
よ
う
に
柔
ら

か
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
発

見
し
て
い
ま
す
。
部
位
に
よ

り
ア
カ
ソ
の
加
工
具
合
が
異

な
る
点
を
考
え
る
と
、
そ
れ

は
用
途
に
よ
り
素
材
の
一
次

加
工
を
違
え
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。

本
年
の
展
示
会
を
見
る

と
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
が

展
示
と
図
録
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
ン
ギ
ン
製
品
は

五
〇
点
を
超
え
、
そ
れ
を
分

類
。
そ
し
て
緯
糸
と
な
る

ア
カ
ソ
の
繊
維
取
り
だ
し

技
法
の
解
明
の
た
め
の
実

験
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
か
ら
津
南
町
の

施
設
で
ア
ン
ギ
ン
織
り
実
演

を
さ
れ
て
い
る
廣
田
幸
子
さ

ん
に
依
頼
し
、
ア
カ
ソ
の
繊

維
精
製
研
究
が
一
気
に
進
展

し
ま
す
。

展
示
会
会
場
で
四
分
ほ
ど

の
ス
ラ
イ
ド
動
画
を
公
開
し

て
い
て
そ
れ
を
見
る
と
、
次

の
よ
う
で
す
。

ア
カ
ソ
収
穫
、
時
期
が
あ

り
、
太
さ
、
曲
が
っ
て
い
な

い
も
の
な
ど
、
以
後
の
加
工

を
考
え
た
採
取
適
期
が
あ

る
。
葉
取
り
束
ね
た
ア
カ
ソ

を
一
週
間
流
水
に
浸
け
る
。

そ
の
後
、
乾
燥
さ
せ
保
存
。

そ
し
て
木
の
台
の
上
で
ア

カ
ソ
束
を
木
槌
か
丸
い
竹
で

叩
く
。
用
途
に
よ
り
一
時
間

か
ら
六
時
間
叩
く
。そ
の
後
、

繊
維
束
を
手
も
み
し
て
芯
皮

の
不
純
物
を
取
る
。
糸
の
太

さ
を
想
定
し
て
分
け
て
ア
ン

ギ
ン
の
緯
糸
に
す
る
。

経
糸
の
カ
ラ
ム
シ
は
、
地

苧
（
じ
そ
）
の
二
番
苧
を
利

用
し
た
よ
う
で
す
。
会
津
・

米
沢
か
ら
青
苧
（
カ
ラ
ム
シ

繊
維
）
を
購
入
す
る
ほ
か
、

新
潟
県
内
で
は
自
家
栽
培
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
地

苧
（
じ
そ
）
と
い
い
ま
す
。

収
穫
後
に
生
え
て
く
る
も
の

が
二
番
苧
で
す
。

そ
し
て
特
徴
的
な
こ
と
は

ア
ン
ギ
ン
は
男
性
が
作
っ
て

い
ま
し
た
。
女
性
は
越
後
上

布
・
縮
布
等
の
販
売
用
の
布

生
産
で
す
。
こ
う
し
た
性
差

が
ア
ン
ギ
ン
を
現
代
ま
で
残

し
て
き
ま
し
た
。
山
仕
事
に

出
る
際
に
着
用
す
る
も
の

を
、
自
分
で
作
っ
た
も
の
が

ア
ン
ギ
ン
袖
無
で
す
。

そ
し
て
自
家
生
産
・
自
家

消
費
の
布
が
ア
ン
ギ
ン
で
あ

り
、
そ
う
し
た
あ
り
か
た
こ

そ
が
「
す
て
き
な
」
こ
と
で

あ
る
、
販
売
し
な
い
価
値
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
ま

す
。山

野
に
あ
る
植
物
か
ら
ど

の
よ
う
に
し
て
繊
維
を
取
り

出
す
の
か
？
道
具
は
使
用
す

る
の
か
？
採
取
時
期
、
採
取

場
所
、、、、
そ
う
し
た
研
究

は
全
く
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ア
カ
ソ
（
オ
ロ
）
は
佐

渡
で
の
利
用
が
古
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
昭

和
村
で
い
う
山
菜
の
エ
ラ（
植

物
和
名
ミ
ヤ
マ
イ
ラ
ク
サ
）

も
、
秋
遅
く
収
穫
し
て
繊
維

と
し
て
利
用
し
た
事
例
が
あ

り
ま
す
（
喰
丸
等
）。
民
俗

事
例
で
は
脇
田
雅
彦
さ
ん
・

節
子
さ
ん
夫
妻
が
岐
阜
県
山

間
地
で
イ
ラ
（
エ
ラ
）
の
繊

維
利
用
と
呪
術
性
に
つ
い
て

詳
細
な
調
査
を
し
て
い
ま

す
。
奥
会
津
地
域
で
の
基
層

文
化
の
調
査
は
、
山
野
資
源

を
利
用
し
た
経
験
者
が
、
ま

だ
多
く
暮
ら
し
て
い
る
う
ち

に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
40
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

▶
（
写
真
２
）

ア
ン
ギ
ン
編
み
具

▶
（
写
真
１
）
ア
カ
ソ
繊
維










